
11 月 22 日に行われた井川こども11 月 22 日に行われた井川こども
センターまつりでは、子どもたちがセンターまつりでは、子どもたちが
元気いっぱい、ステージ発表を披露。元気いっぱい、ステージ発表を披露。
日々、成長する子どもたちの姿に目日々、成長する子どもたちの姿に目
を細めた保護者等から大きな拍手がを細めた保護者等から大きな拍手が
送られていました。送られていました。
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秋
田
県
消
防
協
会
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部

総
合
防
災
訓
練

11
月
11
日
、
本
町
を
会
場
と
し
て

平
成
26
年
度
秋
田
県
消
防
協
会
男
鹿

潟
上
南
秋
支
部
『
総
合
防
災
訓
練
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
防
災
関
係
機
関
と

地
域
住
民
や
学
校
等
が
協
力
・
連
携

し
て
、
地
震
や
火
災
、
水
害
を
想
定

し
た
各
種
訓
練
を
行
い
、
災
害
応
急

対
策
及
び
防
災
活
動
体
制
の
強
化
と

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
災
害
発

生
時
の
防
災
及
び
減
災
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

訓
練
に
は
、男
鹿
地
区
消
防
本
部
、

湖
東
地
区
消
防
本
部
、
五
城
目
町
消

防
本
部
の
ほ
か
、
男
鹿
潟
上
南
秋
地

区
の
地
域
消
防
団
員
、
井
川
町
民
ら

大
勢
が
参
加
。井
川
町
山
村
広
場（
赤

沢
山
ス
キ
ー
場
跡
地
）、
日
本
国
花

苑
、
井
川
中
学
校
、
浜
井
川
集
会
所

な
ど
町
内
６
地
点
で
関
係
機
関
連
携

の
も
と
、
避
難
、
救
助
、
消
火
活
動

等
の
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

訓練想定

① 2 週間ほど降雨が続き、井

川の水位が水防団待機水位に達

し警戒態勢がとられている。

②午前 8時55分、本町東部を

震源とする震度６（マグニ
チュード 7.3）

の地震が発生。家屋倒壊や土砂

崩れ、火災発生の恐れがある。

③町は地震警報を発令し、地域

住民へ避難指示・勧告を行った。

また地域防災計画に基づき役場

内に災害対策本部を設置した。

▲� am11：00
羽立町内では、地震による液状化現象が
発生し、建物倒壊の恐れあり。町では、
有線放送で避難勧告を発令しました。

羽立町内自主防災委員会が中心となり、
羽立公民館に向けて避難を開始。要支援
者を避難所まで搬送する訓練。

▼� am11：25
大火災を未然に防ぐには、燃え広がる前
の初期消火が肝心です。地震災害により
住宅火災の発生を想定した街道町内では

地域住民による消火器での初期消火訓練
が行われました。万一に備えて消火器の
使い方を確認しておくことが大切です。
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▼� am�10：00
地震発生により家屋倒壊の恐れあり。
町災害対策本部は井川中学校体育館に
臨時避難所の設営を指示。有線放送で
お知らせし、坂本、保野子、横岡町内
からの避難者の受入れを開始。

▼� am10：25
避難所内では意識障害を発症した者
あり。湖東地区消防本部より救急隊
が出動。通報内容から緊急性が高い
と判断し、ドクターヘリへ出動要請。
待機中にバイタルチェックを行う。

▲� am�9：50
以前からの降雨に加えて、地震災害が
重なり増水した河川及び用水路の氾濫
が懸念され、水防団による土のうを用
いた水害防御活動を実施しました。

�▲� am�8：55
本町東部を震源とする震度６の地震
が発生。土砂崩れや家屋の倒壊、火
災の発生が懸念されることから、町
では災害対策本部を設置、被害状況
等の情報収集を開始しました。

▲� am�9：00
井川こどもセンターでは、園児らが
職員に誘導され、グラウンドに避難
を開始しました。

▲� am�9：58
日本国花苑内では山林火災が発生。
町消防団のほか、市町村応援協定に
基づき近隣市町村消防団による消火
活動が行われました。

▲� am�9：25
秋田中央広域農道の寸断を想定。要
救助者搬送困難により、秋田県消防
防災ヘリ「なまはげ」に搬送のため
出動を要請。

▲� am�9：15
井川町山村広場では、地震により斜
面が崩れ、間伐を行っていた作業員
1 名が行方不明との通報を受け、湖
東地区消防本部から救助隊が出動。
消防団と連携して救助活動を実施。

▲� am10：45
地震被害により、ライフラインが
寸断、応急給食が必要となったため
井川町日赤奉仕団（井川町婦人会）
による炊き出しを実施しました。
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災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る

か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
被
害
を
最
小

限
に
お
さ
え
る
た
め
に
は
、
日
頃
の

備
え
が
大
切
で
す
。
普
段
か
ら
家
族

で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
災
害

時
の
備
え
を
万
全
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

家
庭
で
の
防
災
会
議

い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
ず
行
動
で

き
る
よ
う
に
、
各
家
庭
で
次
の
こ
と

を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担

▽
非
常
持
ち
出
し
品
を
チ
ェ
ッ
ク

▽
家
屋
の
内
外
の
危
険
箇
所
を
確
認

▽
消
火
器
な
ど
の
安
全
点
検

▽
応
急
手
当
の
知
識
を
身
に
付
け
る

▽
一
時
避
難
場
所
・
避
難
所
の
確
認

▽
家
族
と
の
連
絡
方
法
・
集
合
場
所

非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意

災
害
の
際
に
必
要
と
な
る
物
を
非

常
持
ち
出
し
品
と
し
て
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
非
常
持
ち
出
し
品
は

い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
、

家
族
全
員
が
知
っ
て
い
る
場
所
に
置

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
非
常
食
や
水
（
２
～
３
日
分
）

▽
衣
類
（
下
着
・
靴
下
・
タ
オ
ル
等
）

▽
貴
重
品
（
通
帳
・
保
険
証
等
）

日
頃
の
備
え
が
家
族
を
守
る

家
庭
で
災
害
時
の
対
応
を
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う

▽
応
急
医
薬
品
や
衛
生
用
品

▽
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
電
池

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
頭
巾

▽
現
金
（
小
銭
も
準
備
）

▽
常
備
薬
、
持
病
の
薬

ケ
ガ
を
し
な
い
た
め
の
備
え

タ
ン
ス
や
食
器
棚
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
身
の
回
り
に
あ
る
家
具
類
が
地
震

の
際
に
は
家
族
を
襲
う
凶
器
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
転
倒
や
落
下
等

の
危
険
を
避
け
る
た
め
に
は
安
全
な

家
具
の
設
置
が
必
要
で
す
。

▽
寝
床
や
ベ
ッ
ド
付
近
な
ど
、
転
倒

時
に
人
が
下
敷
き
に
な
る
場
所

に
家
具
を
置
か
な
い
。

▽
玄
関
や
部
屋
の
出
入
り
口
付
近
に

は
余
計
な
も
の
を
置
か
な
い
。

▽
棚
や
タ
ン
ス
の
上
に
重
い
も
の
を

置
か
な
い
。

▽
L
型
金
具
や
突
っ
張
り
棒
で
家
具

を
固
定
す
る
。

▽
窓
や
家
具
の
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
を
張
る
。

家
族
を
守
る
地
震
の
心
得

①
わ
が
身
と
家
族
の
安
全
を
第
一
に

災
害
発
生
時
、
ま
ず
は
自
ら
の
命

を
自
身
で
守
る
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

②
す
ば
や
い
火
の
始
末
を
心
が
け

調
理
器
具
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火

を
確
実
に
消
す
こ
と
。
小
さ
な
地

震
で
も
火
を
消
す
習
慣
を
。

③
戸
を
開
け
て
出
口
の
確
保

建
物
が
ゆ
が
ん
で
出
ら
れ
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

④
火
が
出
た
ら
す
ぐ
消
火
！

初
期
消
火
で
火
災
の
拡
大
を
防

ぐ
。「
火
事
だ
」
と
大
声
で
叫
び
、

隣
近
所
に
も
協
力
を
求
め
初
期

消
火
に
努
め
る
。

⑤
慌
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い

む
や
み
に
外
に
飛
び
出
す
の
は

危
険
。
落
下
物
な
ど
周
囲
の
安
全

を
確
か
め
落
ち
着
い
た
行
動
を
。

⑥
狭
い
路
地
や
壁
際
に
近
づ
か
な
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
自
動
販
売
機
は

倒
れ
や
す
い
の
で
要
注
意
。

⑦
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に
注
意

傾
斜
地
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
早
め
の
避
難
を
。

⑧
指
定
さ
れ
た
場
所
に
避
難

避
難
場
所
に
徒
歩
で
避
難
。
持
ち

出
し
荷
物
は
最
小
限
に
。

⑨
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護

助
け
合
っ
て
ケ
ガ
人
の
手
当
て

を
。
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

方
の
手
助
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑩
正
し
い
情
報
を
も
と
に
行
動

噂
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
の
情
報
や
有
線
放
送

な
ど
町
か
ら
の
正
し
い
情
報
を

得
て
行
動
す
る
。

井
川
町
一
時
避
難
場
所
・
避
難
所
一
覧

町
内
名

一
時
避
難
場
所

避
難
所

大　

台

大
台
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
前

大
台
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

井　

内

井
内
児
童
館
前
・
井
内
地
区
緑
化
公
園

井
内
分
館
・
井
内
児
童
館

仲　

台

仲
台
分
館
前

仲
台
分
館

大　

麦

大
麦
分
館
前

大
麦
分
館

寺　

沢

寺
沢
分
館
前

寺
沢
分
館

葹　

田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
広
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

館　

岡

館
岡
分
館
前

館
岡
分
館

赤　

沢

赤
沢
運
動
場

赤
沢
分
館
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

綱
木
沢

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
広
場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
幡
・
大
倉

八
幡
地
区
児
童
館
前
広
場

八
幡
地
区
児
童
館
・
大
倉
分
館

保
野
子

旧
幼
稚
園
前
・
井
川
町
民
球
場

保
野
子
分
館
・
町
民
体
育
館

横　

岡

横
岡
児
童
館
前
・
旧
幼
稚
園
前

井
川
町
民
球
場

横
岡
児
童
館
・
町
民
体
育
館

宇
治
木

宇
治
木
運
動
場
・
泉
岳
地
区
集
会
所

宇
治
木
分
館
・
泉
岳
地
区
集
会
所

小　

泉

小
泉
運
動
場
・
泉
岳
地
区
集
会
所

小
泉
分
館
・
泉
岳
地
区
集
会
所

新　

間

新
間
分
館
前

新
間
分
館
・
泉
岳
地
区
集
会
所

今　

戸

今
戸
児
童
館
前
広
場

今
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

今
戸
児
童
館

今
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

小
今
戸

小
今
戸
運
動
場

小
今
戸
分
館
・
小
今
戸
第
２
分
館

新
屋
敷

新
屋
敷
運
動
場

新
屋
敷
分
館

街　

道

街
道
農
村
公
園
、
役
場
駐
車
場

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
前

街
道
分
館
・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

田　

中

田
中
分
館
前

浜
井
川
集
会
所
前
運
動
場

田
中
分
館

浜
井
川
集
会
所

羽　

立

浜
井
川
集
会
所
前
運
動
場

㈱
ス
ズ
キ
部
品
秋
田
駐
車
場

浜
井
川
集
会
所

小
竹
花

翠
香
苑
駐
車
場
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
広
場
小
竹
花
分
館

上　

村

上
村
分
館
前

上
村
分
館

中
下
村

中
下
村
分
館
前

中
下
村
分
館

坂　

本

小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

国
花
苑
広
場
、
坂
本
団
地
児
童
公
園

坂
本
分
館
・
町
民
体
育
館
・
飛
塚
分
館

大
野
地

大
野
地
分
館
前

大
野
地
分
館

海
老
沢

海
老
沢
分
館
前
・
海
老
沢
神
明
社
前

海
老
沢
分
館

さ
く
ら

さ
く
ら
駅
児
童
公
園

さ
く
ら
分
館
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中
央
教
育
審
議
会
が
先
月
、
学
年
の
区

切
り
を
自
由
に
設
定
で
き
る
小
中
一
貫
教

育
学
校
（
仮
称
）
と
、
別
々
の
小
学
校
と

中
学
校
が
統
一
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学

ぶ
小
中
一
貫
型
小
学
校
・
中
学
校
（
仮
称
）

を
設
置
で
き
る
と
い
う
制
度
案
を
ま
と
め

た
。次

期
通
常
国
会
へ
根
拠
法
案
を
提
案

し
、
制
度
の
一
般
化
を
企
る
。
教
員
の
免

許
制
度
、教
職
員
の
配
置
基
準
な
ど
現
在
、

不
明
の
こ
と
も
27
年
度
に
は
明
示
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
新
制
度
に
基
づ
く
学
校
は
28
年

度
の
開
校
を
目
指
し
て
い
る
が
、
独
自
の

学
年
設
定
や
教
育
課
程
の
編
成
な
ど
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
自
由
度
が
増
す
も
の
と

期
待
さ
れ
る
。

本
町
で
は
少
子
化
の
中
で
学
校
教
育
を

充
実
さ
せ
る
た
め
小
中
一
貫
校
の
検
討
を

続
け
て
き
た
。
こ
の
ほ
ど
素
案
が
ま
と
ま

り
、
教
育
委
員
会
、
十
二
月
議
会
で
概
要

を
報
告
、
精
査
し
た
う
え
で
父
兄
や
町
民

に
説
明
を
行
う
。
本
町
が
目
指
し
て
い
る

の
は
一
人
の
校
長
の
下
、
小
中
免
許
を
併

有
し
た
教
員
が
９
年
間
の
一
貫
し
た
教
育

を
行
う
小
中
一
貫
教
育
学
校
（
仮
称
）。
現

在
の
中
学
校
舎
に
小
学
校
を
移
転
、統
合
す

る
。
平
成
30
年
の
開
校
を
目
指
し
て
い
る
。

井
川
小
・
中
学
校
の
現
在
の
児
童
生
徒

数
、
学
級
数
は
小
学
校
２
１
９
人
、
10
学
級

（
特
別
支
援
学
級
を
含
む
）、
中
学
校
１
４
９

人
、
７
学
級
だ
（
同
）。
こ
れ
が
平
成
30
年

に
は
小
学
校
１
６
９
人
、
７
学
級
（
特
別
支

援
学
級
を
含
む
）、
中
学
校
１
２
５
人
、
５

学
級
（
同
）
に
減
ず
る
。
平
成
32
年
に
は
中

学
校
生
徒
数
は
１
０
０
人
を
割
り
、
特
別

支
援
学
級
を
除
く
と
小
１
か
ら
中
３
ま
で
、

い
ず
れ
の
学
年
で
も
１
学
級
だ
。
教
職
員
の

配
置
も
減
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
で
学
力
の
維
持
向
上
を
図
る
に
は

一
定
規
模
の
学
習
集
団
を
保
持
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
の
が
本
町
が
小
中
一
貫
校

を
企
図
し
た
原
点
で
も
あ
る
。

現
在
、
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
て
い

る
学
校
は
全
国
で
１
１
０
０
校
余
。
中
学

進
学
後
、
不
登
校
や
い
じ
め
が
増
え
る
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
の
緩
和
策
、
学
力
の
向
上
な

ど
導
入
理
由
は
様
々
。
こ
れ
ら
の
学
校
で

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
緩
和
に
大
き
な
成
果
45

㌫
、
成
果
が
認
め
ら
れ
る
48
㌫
と
９
割
以

上
が
有
効
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
上
級
生

が
下
級
生
の
手
本
と
な
る
意
識
の
高
ま
り

も
９
割
を
占
め
る
。
学
力
の
向
上
で
は
４

割
の
学
校
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編

成
し
た
学
校
で
は
58
㌫
が
向
上
し
た
と
し

て
い
る
。
75
㌫
の
学
校
で
は
教
員
の
指
導

力
の
向
上
が
あ
っ
た
と
し
、
生
徒
の
学
力

に
好
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
も
言
え
そ
う

だ
。
こ
う
し
た
利
点
の
み
な
ら
ず
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
も
当
然
で
、
配
慮
の
必

要
な
こ
と
も
多
岐
に
わ
た
る
だ
ろ
う
。

新
年
度
は
移
行
に
よ
り
必
要
と
な
る
給

食
セ
ン
タ
ー
、
ト
イ
レ
、
教
室
等
を
含
め
た

増
改
築
な
ど
を
具
体
的
に
詰
め
、
30
年
開
校

に
向
け
た
準
備
を
着
実
に
進
め
た
い
。

町
か
ら
県
へ
の
要
望
に
つ
い
て

共
通
認
識
を
確
認
し
合
う

11
月
25
日
、
役
場
大
会
議
室
を
会

場
に
県
に
対
す
る
町
の
要
望
事
項
等

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
「
移
動
振

興
局
」
が
行
わ
れ
、
秋
田
地
域
振
興

局
長
を
は
じ
め
と
す
る
県
関
係
部
課

と
、
町
長
及
び
役
場
各
課
長
等
が
互

い
に
意
見
を
交
し
ま
し
た
。

町
か
ら
の
要
望
と
し
て
、
①
県
道

北
の
又
井
川
線
の
整
備
、
②
井
川
及

び
赤
沢
川
の
河
川
整
備
、
③
気
象
状

況
に
合
わ
せ
た
八
郎
湖
水
位
の
弾
力

的
運
用
（
湖
水
の
放
水
）、
④
ヤ
マ

ビ
ル
防
除
対
策
の
４
点
が
秋
田
地
域

振
興
局
に
伝
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
課
題

に
対
す
る
県
と
の
共
通
認
識
を
確
認

し
合
い
ま
し
た
。

の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
町
か
ら

の
回
答
書
が
配
ら
れ
た
ほ
か
、
役
場

各
課
よ
り
連
絡
事
項
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
連
絡
事
項
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
各
町
内
分
館
（
児
童
館
）
の
管
理

に
つ
い
て

・
冬
期
間
の
火
災
予
防
、
水
道
の
氷

止
め
、
施
設
周
辺
の
除
排
雪
等

適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
に
つ
い
て

▽
小
型
除
雪
機
の
貸
出
に
つ
い
て

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
世
帯

に
対
し
除
雪
作
業
支
援
を
行
う

団
体
ま
た
は
個
人
へ
除
雪
機
を

貸
出
し
ま
す
。

▽
今
冬
の
除
雪
体
勢
に
つ
い
て

・
冬
の
除
雪
作
業
の
実
施
に
あ
た
り

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
26
年
度 

第
２
回
町
内
会
長

会
議
が
11
月
27
日
、
役
場
大
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
各
町
内
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
要
望
事
項
へ
の
対
応
や
事
業

町
内
会
長
会
議

□
日
時　

11
月
27
日
（
木
）

□
場
所　

井
川
町
役
場
大
会
議
室

移
動
振
興
局

井
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員

会
で
は
、
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
助
成
を
受
け
て
中
型
除
雪
機

及
び
暖
房
機
を
整
備
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、
宝
く
じ
の

収
益
金
の
一
部

は
地
域
振
興
に

寄
与
す
る
各
種

事
業
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

宝くじ助成（一般コミュニティ
　　助成事業 ）
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国
民
健
康
保
険
（
一
般
被
保
険
者
）
の

年
間
医
療
費
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【表１】

【表２】

今
回
の
国
保
だ
よ
り
で
は
、
過
去

一
年
間
（
平
成
25
年
９
月
～
26
年
８

月
）
の
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
等
の

推
移
に
つ
い
て
、
前
年
同
期
と
比
較

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
表
１
】
は
、
一
人
当
り
診
療
費
を

入
院
、
入
院
外
（
外
来
）
に
分
け
て

示
し
た
も
の
で
す
。

入
院
診
療
費
は
前
年
同
月
と
比
較

す
る
と
増
減
の
差
が
大
き
く
、
ま
た

入
院
外
診
療
費
は
比
較
月
の
前
半
は

前
年
よ
り
高
め
、
後
半
は
ほ
ぼ
前
年

並
み
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

【
表
２
】
は
受
診
率
（
百
人
あ
た
り

の
受
診
件
数
）を
示
し
た
も
の
で
す
。

前
年
と
の
比
較
を
全
体
か
ら
見
る

と
、
入
院
外
診
療
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
１
月
─
３

月
期
の
入
院
受
診
率
が
前
年
を
下

回
っ
て
お
り
、こ
の
こ
と
が
【
表
１
】

の
一
人
当
り
診
療
費
を
引
き
下
げ
る

要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
保
険
証
は
忘
れ
ず
に
持
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

③
急
病
以
外
は
夜
間
・
休
日
の
受
診

を
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。

④
信
頼
で
き
る
『
か
か
り
つ
け
医
』

を
持
ち
、
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
む
や
み
に
処
方
薬
剤
を
希
望
す
る

こ
と
は
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。

⑦
定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

⑧
家
族
ぐ
る
み
で
医
療
へ
の
か
か
り

方
を
考
え
、
積
極
的
に
健
康
づ
く

り
に
は
げ
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
４

有
線 

４
５
０
０ 

一人あたり診療費（入院）

一人あたり診療費（入院外）

受診率（入院）

受診率（入院外）

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
入
院
及
び

入
院
外
と
も
に
受
診
率
の
変
動
が
、

一
人
あ
た
り
診
療
費
の
推
移
変
動
に

比
例
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
26
年
10
月
末
日
現
在

の
井
川
町
国
民
健
康
保
険
の
一
般
被

保
険
者
数
は
１
、０
１
１
人
（
町
民

の
約
19
・
６
㌫
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

適
正
な
医
療
受
診
の
ポ
イ
ン
ト

身
近
な
こ
と
か
ら
医
療
費
を
節
約

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
の
節
減
を

心
が
け
る
こ
と
で
、
国
保
税
の
軽
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

①
む
や
み
な
重
複
受
診
は
ひ
か
え
ま

し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
税
の所

得
申
告
に
つ
い
て

国
保
加
入
者
と
世
帯
主
の
方
は
所
得

の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
告
が

必
要
な
人
は
、
来
年
３
月
15
日
ま
で
に

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

▽
申
告
が
必
要
な
い
人

・
所
得
税
の
確
定
申
告
や
町
・
県
民
税

の
申
告
を
さ
れ
た
方

・
給
与
収
入
（
所
得
）
の
み
の
方
で
給

与
支
払
報
告
書
が
会
社
か
ら
役
場
に

提
出
さ
れ
て
い
る
方

・
公
的
年
金
以
外
に
収
入
（
所
得
）
が

な
い
場
合
で
、
公
的
年
金
支
払
報
告

書
を
役
場
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

▽
申
告
が
必
要
な
人

右
記
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
と
そ
の
世
帯
主
は
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
、

雇
用
保
険
等
の
非
課
税
収
入
の
み
の
方

で
確
定
申
告
や
町
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
な
い
場
合
で
も
保
険
税
の
軽
減
や

高
額
療
養
費
の
限
度
額
判
定
の
た
め
、

国
民
健
康
保
険
へ
の
申
告
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

税
務
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
４

有
線 

４
５
０
０ 

5,000

10,000

15,000

20,000

H24～H25
H25～H26

12,159
6,594

12,216
15,884

9,985
13,439

9,609
10,829

11,838
7,438

11,502
8,553

9,277
8,312

9,485
12,497

8,862
8,318

8,435
15,795

7,468
12,676

7,440
16,131

H24～H25
H25～H26

7,000
8,000
9,000
10,000
11,000
12,000
13,000

10,972
10,085

11,052
11,673

10,242
9,704

9,972
11,716

9,049
9,599

8,296
10,790

10,908
10,658

11,510
10,804

10,289
10,013

10,533
10,598

10,918
11,424

10,445
11,466

H24～H25
H25～H26

1.00

2.00

3.00

4.00

2.89
2.07

2.50
3.27

2.22
2.38

2.42
2.25

1.84
1.95

2.71
1.46

2.34
2.04

1.95
2.03

1.56
2.30

1.96
2.70

1.47
2.51

1.77
2.44

H24～H25
H25～H26

100.00

90.00

80.00

70.00

60.00
72.54
78.50

78.10
81.76

76.16
77.40

77.49
75.29

70.16
75.00

71.47
72.01

73.20
79.26

77.83
77.73

73.61
77.39

77.13
76.25

78.76
79.07

75.54
77.71
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TEL（874）4422　有線4443

生涯学習
だより 井川町教育委員会

生涯学習班

教室・講座 開　催　日 会　場

英 会 話 教 室
3 日、10 日、17 日、24 日（水）

初級コース 18：30 から
中級コース 19：30 から

井川町公民館

和太鼓サークル 13 日（土）  17：00 から 井川町公民館

12 月の公民館活動

伝　言　板
みんなと楽しく活動してみませんか

あつまれ！いかわっこ
「クリスマスケーキを作ろう」

井内児童館、今戸児童館、泉岳地区集会所、浜井川
地区集会所、コミュニティセンター（葹田）の５会
場で、クリスマスケーキづくりを行います。
対象は、町内の幼児、小学生、中学生です。
参加を希望する方は、自分が参加したい会場へ直接
お申し込みください。参加費（材料費）や持ち物等
開催場所によって多少違いがありますので申込み時
に説明を受けてください。
□日時及び会場・定員人数（参加申込み先）

① 12 月 20 日（土） 午後 1 時 30 分より開催
浜井川地区集会所 ･･････ 30 人（有線 4495）

② 12 月 23 日（火） 午後 1 時 30 分より開催
コミュニティセンター ･･ 20 人（有線 4300）
今戸児童館 ････････････ 30 人（有線 2200）
井内児童館 ････････････ 20 人（有線 4030）
泉岳地区集会所 ････････ 20 人（有線 3577）

□申込み締切り
各会場とも午後 1 時から 5 時にて受け付けます。
※各会場とも日曜・月曜日は休館日となります。
※定員になり次第締め切ります。

全町オープンバレーボール大会の延期について

　12 月 14 日（日）に開催を予定しておりました
全町オープンバレーボール大会は、衆議院議員総選
挙が行われるため延期いたします。今後の予定は、
決まり次第、町広報紙等でお知らせいたします。

「歴史民俗資料館」の利用について
井川町歴史民俗資料館を 12 月 1 日から 3 月 31 日
まで冬季閉館します。
なお、この期間に観覧を希望される方は、井川町
教育委員会へご連絡いただけましたら開館いたし
ますので、ご遠慮なくお申し出ください。
ただし、月曜日及び祝日、年末年始は休館となり
ますのでご了承ください。

井川町公民館図書室には
暮らしに役立つ本があります

井川町公民館２階にあります図書室には、あなたの
『暮らし』に役立つ情報が沢山あります。子どもから
大人まで、幅広い年代の方々からのご利用をお待ち
しております。

新しく入った本の一部をご紹介します

【絵本／児童書】
・ちょんちょんちょん かしわらあきお
・うみの 100 回だてのいえ たちもとみちこ
・イラストストーリー　妖怪ウォッチ
 出版／レベルファイブ
・アナと雪の女王 出版／ KADOKAWA
・思い出のマーニー ジョーン・G・ロビンソン
・パティシエ☆すばるシリーズ つくもようこ

【一般書】
・正しい努力の法則 増田 英次
・長生きしたけりゃふくらはぎをもみなさい
 槙　 孝子
・新老人の思想 五木 寛之
・「自分」の壁 養老 孟司
・辛口・幸福論 曽野 綾子
・銀翼のイカロス 池井戸 潤
・破門 黒川 博行
・春の庭 柴崎 友香
・虚ろな十字架 東野 圭吾
・約束の海 山崎 豊子
・最後のラブレター 渡部 麻実
・村上海賊の娘 和田 　竜

町民ギャラリー

伊藤茂氏写真展

「森吉と鳥海山の滝」
期間  12 月 1 日（月）～ 12 月 26 日（金）
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第 26 回首都圏ふるさと井川会

第 26 回首都圏ふるさと井川会総会・祝賀
会が東京都新宿区・日本青年館を会場に開催
され、町出身の首都圏在住者約 70 人が参加
しました。

祝賀会では、井内出身の山崎又男さんらに
よる民謡やカラオケなどで会場を盛り上げた
ほか、きりたんぽ鍋や秋田地酒が振る舞われ、
参加者たちは思い出話に花を咲かせるなど、
ふるさと井川へ想いを巡らせていました。

11/20
昔遊びを通じてふるさと学習

井川小３年生・高齢大学生との交流会

地域の高齢者と小学生とが、昔遊びなどの
活動を通じて世代間交流を図ることを目的
として、井川小３年生児童と高齢大学生と
のふるさと学習が行われました。

コマ回しやけん玉、お手玉、めんこ、おは
じきなどの昔遊びを優しく手ほどきする高齢
者たちに負けじと子供たちも昔遊びに挑戦。
笑顔あふれる賑やかな交流会となりました。

11/12
歌詞に想いを重ねて熱唱

ゆうゆうカラオケ大会

老人福祉センターゆうゆうでは毎年恒例の
お楽しみ行事の一つとなった「ゆうゆうカラ
オケ大会」が催され、大勢の観客が会場いっ
ぱいに集いました。

演歌や歌謡曲など、17 人の参加者がそれ
ぞれの持ち歌を披露。歌詞に自身の想いを重
ねた情熱あふれるステージに会場から大きな
拍手が送られていました。

11/22
元気いっぱい、歌って、踊って

井川こどもセンターまつり

井川こどもセンターでは園児たちが一年の
成長を披露しようと「こどもセンターまつり」
が行われ、元気いっぱいにステージ発表する
子どもたちの笑顔がありました。

歌や踊りに取り組む子どもの姿に顔をほこ
ろばせた保護者たち。園児らの決めポーズに
大きな拍手を響かせるなど、会場内は優しく
温かな雰囲気に包まれていました。
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◆
秋
田
県
交
通
指
導
隊
連
合
会

会
長
表
彰

食生活改善推進員
髙橋　麗子さん

（新 間）

食生活改善推進員
渡部　チヨさん

（新 間）

11
月
２
日

第
31
回
秋
田
県
空
手
道
少
年
錬
成
大
会

（
会
場
／
秋
田
県
立
武
道
館
）

︻
形
の
部
︼

小
１
女
子　

第
３
位　

佐
藤　

智
佳

︻
組
手
の
部
︼

幼
年　
　
　

第
３
位　

鈴
木
こ
こ
ろ

小
１
女
子　

第
２
位　

佐
藤　

智
佳

小
３
女
子　

第
１
位　

伊
藤　
　

渚

小
４
女
子　

第
３
位　

坂
下
明
日
菜

小
５
男
子　

第
３
位　

児
玉　

椋
汰

小
５
女
子　

第
１
位　

伊
藤　

朱
里

小
６
女
子　

第
２
位　

坂
下　

瑞
希

中
２
女
子　

第
２
位　

伊
藤　

水
桜

小
学
生
低
学
年
団
体

　
　
　
　
　

第
１
位　

井
川
町
ス
ポ
少

小
学
生
高
学
年
団
体

　
　
　
　
　

第
３
位　

井
川
町
ス
ポ
少

11
月
８
日
～
９
日

魁
杯
争
奪
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

交
歓
大
会
男
鹿
潟
上
南
秋
地
区
予
選

（
会
場
／
五
城
目
広
域
体
育
館
）

︻
男
子
︼

　

準
優
勝　

井
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
全
県
大
会
へ
出
場
）

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

功
績
を
た
た
え
て

◆
秋
田
県
知
事
表
彰

（
栄
養
改
善
事
業
功
労
者
）

井川町交通指導隊

11
月
９
日

第
50
回
記
念�

全
町
卓
球
大
会

（
会
場
／
井
川
町
民
体
育
館
）

︻
団
体
の
部
︼ 

参
加
／
13
チ
ー
ム

優　

勝　

寺
沢
・
小
竹
花
チ
ー
ム

準
優
勝　

さ
く
ら
Ａ
チ
ー
ム

︻
個
人
の
部
（
１
部
）︼ 

参
加
／
24
人

優　

勝　

中
山　

靖
洋
（
街 

道
）

準
優
勝　

三
浦　

美
奈
（
寺 

沢
）

︻
個
人
の
部
（
２
部
）︼ 

参
加
／
25
人

優　

勝　

大
高　

唯
愛
（
田 

中
）

準
優
勝　

半
田　

る
み
（
街 

道
）

11
月
22
日
～
23
日

平
成
26
年
度�

秋
田
県
中
学
校
秋
季

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
会
場
／
秋
田
市
立
体
育
館
）

︻
女
子
︼　

第
３
位　

井
川
中
学
校

11/27
LPガス協会と災害時の協力体制を確立

この度、秋田県 LP ガス協会（代表 木村繁 氏）
と本町において「災害時における液化石油ガス応
急対策用資機材の調達に関する協定」が取り交わ
されました。

締結後、齋藤町長が「東日本大震災直後、ご飯
が炊けない、暖が取れないなど初歩的な生活が困
難であった。こうしたときのエネルギーを確保す
ることが安心感への手立てとなる。」と謝辞を述
べ、災害時の協力体制が確立されました。
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【
統
計
】
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
数
４
人
以
上

の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
毎
年
12
月

31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
製
造
事
業
所
の
方
々

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
調
査
の
趣
旨
や
必
要

性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法

に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調

査
で
す
。

・
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振

興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

・
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
作
成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
１
／
有
線 

４
５
７
７

年末年始の
ごみの収集のお知らせ

〔年 末〕
 12月 31日（水）正午まで
�� � � �通常業務

〔年 始〕
 １月� ５日（月）から�通常業務

【問い合わせ】役場町民課 町民生活班
電話  874-4416 ／有線 4441

「定期救命講習」のお知らせ
□内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法

□日時　12 月 21 日（日）９時～ 12 時

（毎月第３日曜日に実施）

□場所　湖東地区消防本部

※受講希望者は前々日（12 月 19 日）まで

にお申込みください。受講は無料です。

【問い合わせ】湖東地区消防本部
電話 018-874-2420

「
人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す  

“
み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀
”

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
人
権
週
間
で
す

世
界
人
権
宣
言
が
国
際
連
合
総
会
で
採
択

さ
れ
た
12
月
10
日
は
「
世
界
人
権
デ
ー
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
務
省
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
世
界
人
権
宣
言
が

採
択
さ
れ
た
翌
年
の
昭
和
24
年
よ
り
、
毎
年

12
月
10
日
の
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す

る
一
週
間
を
人
権
週
間
と
定
め
、
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
・
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動
を

全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い

町
で
は
、
人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ

い
て
相
談
を
お
受
け
す
る
「
人
権
・
困
り
ご

と
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

□
日
時　

12
月
８
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

□
会
場　

井
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

□
相
談
対
応　

井
川
町
人
権
擁
護
委
員

□
相
談
内
容　
▼
子
ど
も
や
高
齢
者
等
へ
の

虐
待 
▼
い
じ
め
や
体
罰 

▼
近
隣
と
の
争

い
ご
と 
▼
配
偶
者
か
ら
の
暴
力 

▼
結

婚
・
離
婚
の
強
要
・
妨
害
な
ど

電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す

秋
田
地
方
法
務
局
（
秋
田
市
山
王
）
で
は

毎
日
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
人
権
に

関
す
る
相
談
や
困
り
ご
と
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
相
談
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

▽
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

電
話 

０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

▽
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

電
話 

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

▽
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

電
話 

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

町
民
生
活
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
５
／
有
線 

４
４
３
１

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

総　　　務　　　課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町　　　民　　　課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産　　　業　　　課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
kouminkan@town.ikawa.akita.jp 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。

12月

く

情
らし

報
の
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冬
期
間
の
住
民
生
活
や
道
路
交
通
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
町
で
は
町
道
等
の
除
雪

箇
所
を
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
し
て
、
町
内
業
者
に

作
業
委
託
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

除
雪
作
業
を
行
な
う
際
は
、
細
心
の
注
意

を
は
ら
い
作
業
に

あ
た
り
ま
す
が
、

円
滑
か
つ
安
全
に

作
業
を
行
う
た

め
、
次
の
こ
と
に

つ
い
て
住
民
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

の12月
　８日（月）人権・困りごと相談所
 （井川町農村環境改善センター）

　９日（火）井川町議会招集予定日
 （井川町役場議場）

１４日（日）衆議院議員総選挙
及び国民審査投票日

（町内各投票所）

１９日（金）井川町農業委員会総会
  （井川町役場大会議室）

１９日（金）井川高齢大学
 （井川町農村環境改善センター）

 ２６日（金）官公庁仕事納め

１月

　５日（月）官公庁仕事始め

本
格
的
な
冬
の
到
来
を
控
え
、
町
内
で
も

家
屋
や
庭
木
の
雪
囲
い
な
ど
、
冬
季
の
準
備

作
業
を
行
わ
れ
る
家
庭
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
例
年
、
住
人
の
無
い
家
屋

お
よ
び
使
用
し
て
い
な
い
作
業
小
屋
（
空
き

家
等
）
に
お
い
て
積
雪
に
よ
る
建
物
の
倒
壊

や
損
壊
、
落
雪
、
風
に
よ
る
ト
タ
ン
屋
根
の

剥
離
な
ど
、
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

万
が
一
、
建
物
の
倒
壊
や
破
損
、
ま
た
は

落
下
物
等
に
よ
り
人
の
生
命
や
身
体
、
財
産

に
被
害
を
及
ぼ
し
た
場
合
、
建
物
の
所
有
者

（
ま
た
は
使
用
者
）
に
対
し
て
、
損
害
賠
償

が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
等
を
所
有
し
て
い
る
方
や
管
理
さ

れ
て
い
る
方
は
、
今
一
度
、
建
物
の
状
況
を

確
認
し
、
冬
期
間
の
管
理
に
つ
い
て
、
安
全

か
つ
適
切
な
処
置
を
講
じ
ら
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
建
物
の
所
有
者
が
遠
方
に
住
ん
で

い
る
な
ど
、
家
屋
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
親
族
や
近
隣
の
方
な
ど

と
連
絡
を
取
り
合
う
な
ど
、
問
題
が
生
じ
た

と
き
に
す
ぐ
に
対
処
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
域
で
空
き
家
等
が
危

険
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
と
き

は
役
場
町
民
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

町
民
生
活
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
６
／
有
線 

４
４
４
１

【
空
き
家
等
の
所
有
者
の
方
へ
】
建
物
等
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

◎
交
通
障
害
や
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
、
宅
地
内
の
雪
を
車
道
等
へ
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

◎
玄
関
先
か
ら
道
路
へ
出
る
間
口
の
除
雪
は

各
家
庭
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎
道
路
へ
の
違
法
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

と
な
り
ま
す
。

◎
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
の
で
除
雪
車
に

む
や
み
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
除
雪
機
で
作
業
し
た
後
の
路
面
で
は
滑
り

や
す
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
の
で
通
行
す
る

際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
産
業
課 

建
設
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
２
０
／
有
線 

４
４
６
４

町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
日
常
生
活
に
お
い
て

支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
要
援
護
者
世
帯

な
ど
、
冬
期
間
の
除
雪
作
業
が
困
難
な
世
帯

に
対
し
て
、
地
域
の
住
民
が
協
同
し
て
除
雪

作
業
に
あ
た
る
場
合
に
小
型
除
雪
機
を
貸
出

し
ま
す
。

□
貸
出
の
対
象
者

高
齢
者
世
帯
等
の
除
雪
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
う
団
体
ま
た
は
個
人
の
方

□
貸
出
す
る
備
品

小
型
除
雪
機
（
３
台
）、
荷
台
積
み
上
げ

用
の
ア
ル
ミ
ブ
リ
ッ
ジ

高
齢
者
世
帯
等
の
除
雪
作
業
支
援
（
く
ら
し
の
安
心　
　

サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業

）  

小
型
除
雪
機
を
貸
出
し
ま
す

□
貸
出
申
請
の
手
続
き

除
雪
機
械
の
貸
出
し
利
用
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
役
場
町
民
課
に
準
備
す
る
「
小

型
除
雪
機
械
利
用
申
請
書
」
を
使
用
す
る

１
週
間
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
型
除
雪
機
の
貸
出
使
用
料
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
使
用
機
械
の
燃
料
代
は
利
用
者

が
負
担
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
機
械
の
運

搬
及
び
返
却
も
利
用
者
が
行
う
も
の
と
し

ま
す
。
な
お
、
除
雪
機
は
役
場
敷
地
内
の

車
庫
に
保
管
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
７
／
有
線 

４
４
３
２

【
除
雪
】
冬
期
間
の
除
雪
作
業
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
積
雪
や
路
面
凍

結
な
ど
道
路
環
境
の
悪
化
や
、
忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
こ
と

に
伴
う
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

県
警
で
は
交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め

「
年
末
の
交
通
安
全
運
動
」
を
実
施
し
、
冬

道
の
安
全
運
転
の
た
め
の
啓
発
活
動
や
飲
酒

運
転
根
絶
の
た
め
の
取
り
締
ま
り
活
動
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。

駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

　
年末年始◆公共施設等の業務日程

施 設 名
12 月
26 日
（金）

27 日
（土）

28 日
（日）

29 日
（月）

30 日
（火）

31 日
（水）

1 月
1 日

（木）
2 日

（金）
3 日

（土）
4 日

（日）
５日

（月）

役 場 〇 × × × × × × × × × 〇

診 療 所 〇 × × × × × × × × × 〇

定住促進
センター 〇 ○ ○ 定

休 ○ ○ × × × ○ 定
休

ゆうゆう ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○

巡回バス 〇 △ △ △ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ △ 〇

※「○」は通常業務、「×」は休業、「定休」は定休日です。

※定住促進センター／ 12 月 31 日の営業は午後５時まで。

※町内無料巡回バスの運行について

「△」：12 月 27 日～ 1 月 4 日の期間は「土・日・休日」の

時刻表での運行となります。

「▲」：12 月 30 日～１月 3 日の期間は「土・日・祝日」の

時刻表での運行に加え【「さくら号」⑤ゆうゆう帰り】が

運休となりますのでご注意ください。

※１月５日以降は各施設とも通常どおりの業務時間となり

ます。

一
人
ひ
と
り
が
十
分
に
注
意
し
、
事
故
の

な
い
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

□
実
施
期
間

12
月
11
日
（
木
）
か
ら

12
月
20
日
（
土
）
ま
で
の
10
日
間

□
運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
冬
道
の
安
全
運
転
の
推
進

・
す
べ
て
の
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

・
踏
切
事
故
の
防
止

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
（
地
方

消
費
税
含
む
）
の
税
率
は
８
㌫
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
平
成
26
年
分
（
平
成
26
年
４
月
１

日
を
含
む
課
税
期
間
）
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
た
め
に

は
、
帳
簿
等
に
お
い
て
課
税
取
引
を
適
用
税

率
ご
と
に
区
分
し
て
集
計
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

・
課
税
取
引
に
対
す
る
適
用
税
率
は
、
平

成
26
年
３
月
31
日
以
前
は
５
㌫
、
平
成

26
年
４
月
１
日
以
後
は
８
㌫
で
す
が
、

平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
に
行
わ
れ
る

取
引
で
あ
っ
て
も
、
経
過
措
置
に
よ
り

５
㌫
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
帳
簿
等
で
は
、
非
課
税
取
引
等
に
つ
い
て

も
区
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を
含
む
消

費
税
法
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
消
費
税
法
改
正
の
お
知
ら

せ
（
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
関
係
）」

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
北
税
務
署

電
話 

０
１
８

－

８
４
５

－

１
１
６
１

【
税
務
署
か
ら
個
人
事
業
者
へ
】
消
費
税
確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

町
で
は
次
の
と
お
り
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

保
育
士
及
び
保
育
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
保
育
士

・
募
集
人
員　

１
名

・
業
務
内
容　

井
川
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
保

育
所
）
の
保
育
業
務
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

・
応
募
資
格　

保
育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
を
有
す
る
方
（
申
込
み
時
に
免
許
証

を
持
参
す
る
か
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
）

・
待
遇　

日
給 

６
、
４
０
０
円

※
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
等
あ
り

・
勤
務
時
間　

１
日
実
働
７
時
間
45
分

（
休
日
は
日
曜
・
祝
祭
日
、
そ
の
他
不
定
期
）

・
雇
用
期
間　

平
成
26
年
12
月
～
翌
年
３
月

（
継
続 

有
り
）

【
職
員
募
集
】
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
保
育
士
及
び
保
育
支
援
員
を
募
集
し
ま
す

□
保
育
支
援
員

・
募
集
人
員　

１
名

・
業
務
内
容　

井
川
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
保

育
所
及
び
幼
稚
園
）
の
保
育
業
務
の
支
援

・
応
募
資
格　

保
育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
待
遇　

日
給 

５
、
６
０
０
円

※
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
等
あ
り

・
勤
務
時
間　

１
日
実
働
７
時
間
45
分

（
休
日
は
日
曜
・
祝
祭
日
、
そ
の
他
不
定
期
）

・
雇
用
期
間　

平
成
26
年
12
月
～
翌
年
３
月

□
募
集
期
間　

平
成
26
年
12
月
３
日
（
水
）

～
12
月
10
日
（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話 

８
７
４

－
４
４
１
１
／
有
線 

４
５
７
７
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今月のお知らせ

図
書
カ
ー
ド
が
当
た
る

広
報
ク
イ
ズ�

No
・
２
８
０

◆
今
月
の
問
題

① 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
日
は
、
12
月

何
日
で
す
か
？

② 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
さ
て
今
年
、
平
成
26
年
の
干
支

は
何
で
し
た
か
？

◆
応
募
の
方
法

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
応
募
さ
れ
る
方

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
あ
て
先

〒
０
１
８
―
１
５
９
６

井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１

井
川
町
役
場 

総
務
課 

広
報
担
当
ま
で

◆
し
め
き
り　

�

12
月
18
日
（
木
）
消
印
有
効

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

前
回
の
答
え
は
、
①
51
回
目
、
②
１
０
０
人

で
し
た
。

平
成
26
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
競
争

（
平
成
26
年
10
月
末
現
在
）

▽
井
川
町　

第
１
位
／
全
県
25
市
町
村
中

（
酒
気
帯
び
運
転
０
件
、
酒
酔
い
運
転
０
件
）

※
飲
酒
運
転
追
放
競
争
は
毎
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
期
間
で
県
内
25
市
町
村
ご
と
の
飲
酒

運
転
検
挙
者
数
及
び
交
通
死
亡
事
故
件
数
を

点
数
化
し
競
う
も
の
で
、
こ
の
順
位
は
そ
の

月
末
毎
の
途
中
経
過
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

司法書士による『無料相談会』を開催

秋田県司法書士会による相続、贈与、
売買、借金、多重債務などの相談会を
実施します。相談される際は事前予約
が必要です。※毎月第３木曜日実施
□日時　12月18日（木）13時～16時
□会場　潟上市役所飯田川庁舎２階
【問い合わせ】井川町社会福祉協議会

電話 018-874-2611 ／有線 4451

『心配ごと相談』開催のお知らせ 

「どこに相談したらいいか分からない」
など、日常の困りごとについて、相談
に応じます。事前の予約は不要です。
□日時　12月16日（火）9:30-12:00
□会場　井川町健康センター
□相談員　井川町民生児童委員
【問い合わせ】井川町社会福祉協議会

電話 018-874-2611 ／有線 4451
政治家の寄付は禁止、有権者が求める
ことも禁止されています
年末年始は何かと贈り物やお祝い事を
する機会の多いシーズンですが、政治
家が選挙区内の人に、お金や物を贈る
ことは公職選挙法で禁止されています。
また、有権者が政治家に寄付や贈り物
を求めることも禁止されています。
寄附禁止のルールを守って、明るい選
挙を実現しましょう。
【問い合わせ】秋田県選挙管理委員会

電話 018-860-1145

自然観察会・体験教室のご案内

□日時・内容　※参加費は無料です。
12月13日（土）10時～12時

「ミニ門松」をつくろう
□場所　環境と文化のむら

（五城目町／野鳥の森）
【申し込み・問い合わせ】

秋田県環境と文化のむら
電話 018-852-2202

求職者を対象とする
公共職業訓練実施のお知らせ

□訓練期間　H27年2月4日～7月29日
□訓練科　金属加工科（18名）、電

気・通信施工技術科（15名）、住宅
リフォームデザイン科（18名）、工
場管理業務科（18名）

□募集期間　11月21日～12月19日
□受講料　無料（テキスト代自己負担）
□応募資格　ハローワークに求職申込

される方で新規技能の習得希望者。
【問い合わせ】職業訓練支援センター

電話 018-873-3178
秋田北税務署からのお知らせ

記帳・帳簿等の保存制度について
個人の白色申告者のうち前々年分ある
いは前年分の事業所得、不動産所得又
は山林所得がある方については、記帳
と帳簿書類の保存が必要となります。
詳しくは税務署に問い合わせ下さい。
【問い合わせ】秋田北税務署

電話 018-845-1161

「北朝鮮人権侵害問題」
啓発週間のお知らせ

平成 18 年６月、「拉致問題その他北
朝鮮当局による人権侵害問題への対処
に関する法律」が施行され、国及び地
方公共団体の責務が定められるととも
に、毎年 12 月 10 日から 16 日まで
を「北朝鮮人権侵害問題」啓発週間と
されました。この啓発週間を機に、北
朝鮮当局による人権侵害問題に対する
関心と知識を深めましょう。
また、日本人拉致容疑事案について情
報をお持ちの方は五城目警察署までお
知らせください。
【問い合わせ】五城目警察署

電話 018-852-4100
自宅がキャンパス

「放送大学」４月入学の学生を募集
放送大学では、平成 27 年度第 1 学期

（4 月入学）の学生を募集中です。
放送大学はテレビ、ラジオ、インター
ネットで授業を行う通信制の大学で
す。心理学、福祉、経済、歴史、文学、
自然科学など幅広い分野を学べます。
働きながら学んで大学を卒業したい、
学びを楽しみたいなど、様々な目的で
幅広い世代、職業の方が学んでいます。
□出願期間　3月20日まで
□資料請求　放送大学ホームページ

http://www.ouj.ac.jp
【問い合わせ】放送大学秋田学習センター

電話 018-831-1997
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ひろば
みんなの

イ ー サ のン

楽しい英会話

井川短歌会詠草

時
折
は
乳
吸
う
ご
と
き
口
許
に
幼
は
眠
る
母
に
抱い
だ

か
れ 

伊
藤
ミ
ヤ
子

藍
深
き
十
和
田
の
湖う
み

を
描
か
ん
と
画
帳
開
け
ば
も
み
じ
葉
舞
い
く
る 

遠
藤
惠
美
子

篠す
ず
か
け懸
の
大
い
な
る
葉
散
る
風
情
に
は
阿
修
羅
の
涙
落
ち
る
が
ご
と
し 

斎
藤

　節
子

国
花
苑
の
彫
刻
た
ち
は
そ
こ
に
居
る
巡
り
し
友
は
「
ま
た
来
る
か
ら
ね
」 

遠
藤
由
美
子

歯
に
し
み
る
水
の
冷
た
さ
今
朝
は
な
く
小
春
日
和
の
ひ
か
り
を
仰
ぐ 

小
林

　康
子

賑
や
か
な
交
換
会
は
男
鹿
の
地
の
食
の
パ
ワ
ー
に
人
ら
は
集
う 

斎
藤
冨
美
男

大
根
の
収
穫
終
え
て
一
息
す
鳥
海
山
は
う
っ
す
ら
と
見
ゆ 

渡
辺

　京
子

晩
秋
の
出
羽
里
晴
れ
て
柿
の
実
の
一
つ
ひ
と
つ
が
鮮
や
か
に
見
ゆ 

児
玉
千
代
子

木
枯
ら
し
が
吹
き
て
よ
う
や
く
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り
て
来
た
り
わ
が
冬
支
度 

す
ず
き
い
さ
む

Christmas Wishes
クリスマスの望み

It’s almost Christmas time. I hope everyone can get nice 

presents. Merry Christmas and Happy New Year!

もうすぐクリスマスですね。皆さんが素敵なプレセント

をもらうことを期待します。メリークリスマス、そして

ハッピーニューイアー！

Dialogue

�Amanda : �What do you want for Christmas this year, 

Emily?

 アマンダ ： クリスマスに何が欲しい、エミリー？

� Emily : I want a new video game. How about you?

 エミリー ： 私は新しいゲームが欲しいわ。あなたは？

�Amanda : I want some new CDs or a warm sweater.

 アマンダ ： 私は新しい CD か、温かいセーターが欲しいの。

� Emily : �That sounds great. I hope you get what you 

want.

 エミリー ： それはいいわ。欲しいものが手に入るといいわね。

�Amanda : Thanks! I hope you will too. 

 アマンダ ： ありがとう！あなたもね。

坂下 瑞希さん（街 道）

保育士になって、仕事を
している母親たちの役に
たちたいです。

14-3

白川�　萌さん（街�道）

ウェイトレスになって、
お客さんを笑顔で、案内
します。

14-1

齋藤�紗月さん（赤�沢）

美容師になり、お客さん
が沢山来てくれるような
カットをします。
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保健だより・子育て情報

保健だより●�12月分

「わいわい広場」さくらっこ ぼくたち、むしば なかったよ！ （３歳児）�

定期予防接種のお知らせ
□予防接種の種類　ＭＲワクチン接種、ＢＣＧ予防接種、三種混合

予防接種、四種混合予防接種、不活化ポリオワクチン接種、

日本脳炎予防接種、小児用肺炎球菌ワクチン接種、ヒブ（Hib）

ワクチン接種、水痘ワクチン接種

※子宮頸がん予防ワクチン接種（ヒトパピローマウイルス予防接種）

は副反応の報告を受け、積極的勧奨を差し控えております。

□実施場所　井川町診療所　電話 874-2215 ／有線 4391

□実 施 日　毎週水・木曜日（受付時間は申込み時に確認して下さい）

□実施方法　接種希望日の１週間前までに井川町診療所へ要予約

※診療所以外での接種を希望される場合は、井川町健康センターへ
ご相談ください。

【問い合わせ】井川町健康センター  電話 018-874-3300 ／有線 4455

森田　諒
りょう

ちゃん
（街 道）

松田結
ゆ い と

翔ちゃん
（田 中）

半田咲
さ き ほ

歩ちゃん
（羽 立）

渡部一
い ち か

花ちゃん
（小 泉）

健康相談・母子健康手帳交付
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

12月15日
（月）

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00 ～ 17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票
の交付、保健指導、栄養指導

１歳６か月児健診・２歳児歯科検診、すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

12 月 5 日
（金）

１歳６か月児
健 診

H25 年
3 月～ 5 月生まれ児

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

２ 歳 児
歯 科 検 診

H24 年
7 月～ 9 月生まれ児 歯科検診、保健指導 12：45 ～ 13：00

健康センター

12月19日
（金）

す く す く
学 級

H26 年
9 月生まれ児

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

乳 児 健 診 H26 年 8 月、5 月、2 月
H25 年 12 月生まれ児

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○７か月児（H26 年 5 月生）は離乳食指導があります。１時までに受付をお済ませ下さい。

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田厚生
医療センター

電話予約は毎週月～金曜日の 13：30 ～ 16：30
検診当日は 8：00 までに病院２階健康センターへ

病院 ･ 福祉活動室
電話 880-3013

食生活改善推進協議会・食生活改善推進員養成講座
月　日 内　　　容 受付時間・会場

※当初計画しておりました 12 月 12 日（金）の学習会は
会場の都合により、中止いたします。

☆12月の予定  （時間 9：30 ～ 11：30）
開催日 場 所（内 容）

1 日（月）
4 日（木）
5 日（金）

農村環境改善センター２階和室
こどもセンター
農村環境改善センター２階和室

8 日（月）
11 日（木）

12 日（金）

健康センター
こどもセンター

▲

こどもセンター「クリスマス会」

農村環境改善センター２階和室

15 日（月）
18 日（木）

19 日（金）

こどもセンター
健康センター

▲

保健師さんのお話
「冬の感染症について」

（10：30 ～ 11：00）

農村環境改善センター２階和室

22 日（月）

25 日（木）
26 日（金）

農村環境改善センター２階和室

▲

手づくりらんど

（10：00 ～ 11：15）

健康センター
こどもセンター

※わいわい広場はイベントの申し込みに関係なく
利用できます。

※２人のスタッフがお待ちしております。
※週３回（月、木、金）月曜祝日の場合は火曜実施。

いよいよ師走。大人はにわかに忙しくなり
そうです。11 日は、こどもセンターのク
リスマス会です。一緒に楽しみましょうね。

手作りらんど
～カラフルキャンドル～

□日時　12 月 22 日（月）10：00～11：15
□場所　農村環境改善センター調理室
□参加料　材料代として 300 円
※参加される方は 12 月 15 日（月）まで

に、こどもセンターへお申込みくださ
い。民生委員さんによる託児もあります。

【問い合わせ】井川こどもセンター
電話 874-4151 有線 4305

▲先月は湖東地区消防署まで
お散歩に出かけました。
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井川町選挙管理委員会
電話 018-874-4411 ／有線 4523

衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
票
日

12
月
14
日
︵
日
︶

午
前
７
時
～
午
後
７
時

□
公
示
日　

平
成
26
年
12
月
２
日
（
火
）

□
選
挙
期
日　

平
成
26
年
12
月
14
日
（
日
）

　

午
前
７
時
～
午
後
７
時
ま
で

□
町
内
で
投
票
で
き
る
方

・
平
成
６
年
12
月
15
日
以
前
に
生
ま
れ
て
平

成
26
年
９
月
１
日
ま
で
に
井
川
町
に
住

民
登
録
し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
お

住
ま
い
の
方
。

※
平
成
26
年
９
月
２
日
以
降
に
他
の
市
町
村

か
ら
井
川
町
へ
転
入
さ
れ
た
方
は
、
従
前

の
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
選
挙
人

と
し
て
の
資
格
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

□
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
家
事
、
学
業
、

冠
婚
葬
祭
、
旅
行
な
ど
で
投
票
所
に
来

る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
に
公
示
日
の

翌
日
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で
の
期
間
に

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
期
日
前
投
票
期
間

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙

12
月
３
日
（
水
）
～
12
月
13
日
（
土
）

・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

12
月
７
日
（
日
）
～
12
月
13
日
（
土
）

□
期
日
前
投
票
所

役
場
１
階
会
議
室
（
有
線
４
５
２
３
）

※
期
日
前
投
票
所
の
開
場
時
間
は
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
。

※
事
前
に
配
布
さ
れ
る
入
場
券
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

※
今
回
か
ら
入
場
券
を
機
械
で
読
み
取
り

ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
ご
持
参
下
さ
い
。

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

□
投
票
所

第
一
投
票
所

井
川
町
公
民
館
井
内
分
館

第
二
投
票
所
井
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
三
投
票
所

井
川
町
民
体
育
館

第
四
投
票
所

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

第
五
投
票
所
井
川
町
今
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

□
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

入
院
中
の
方
や
他
市
町
村
に
滞
在
中
の
方

は
、
投
票
日
前
で
も
滞
在
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
や
入
院
中
の
病
院
等
で
、
事
前
に

不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
井
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
表
面
／
宛
て
名
︼

︻
裏
面
／
期
日
前
投
票
記
入
箇
所
︼

※
今
回
の
選
挙
か
ら
入
場
券
が
﹁
は
が
き
﹂

様
式
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

お願い：〝慶弔だより〟に氏名等の掲
載を希望されない方は、届け出の際に

『戸籍窓口』へお申し出ください。

だより
（10/21～11/20届出）

人口などの動き
（11 月１日現在）

人　口　男　2,439 人（ － 50）

女　2,720 人（ － 37）

計　5,159 人（ － 87）

世帯数 1,758 戸（ －  1 ）

（　）内は前年同月との比較

□ご結婚おめでとう

工藤　啓太（羽　立）
竹内　結香（秋田市）

□お悔やみ申し上げます

半田　　力（44 歳・羽　立）

中道　二郎（79 歳・今　戸）

鷲谷　清一（79 歳・街　道）

宮田　ハナ（89 歳・井　内）

施設の利用状況（10 月）
(　　) 内は４月からの累計 

■町内無料巡回バス 2,559 人（ 17,601 人）
■環境改善センター 1,854 人（ 8,478 人）
■町民体育館 1,132 人（ 9,648 人）
■町民武道館 928 人（ 3,423 人）
■町営野球場 107 人（ 2,389 人）
■スポーツ交流館 110 人（ 858 人）
■定住促進センター 1,220 人（ 8,634 人）
■日本国花苑施設 1,682 人（ 11,591 人）
■老人福祉センター 1,236 人（ 8,572 人）
■ごみ処理場 83 ｔ（ 605 ｔ）
■し尿処理場 22 kl（ 206 kl ）

慶 弔

善 意
□地域福祉基金へ
・秋田市の佐野由美子さんより亡父

伊藤信一さんの香典返しとして

・羽立町内の湊　猛彦さんより亡父
利典さんの香典返しとして

― ありがとうございました ―
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